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令和4年度 第4回 (公社)大気環境学会常任理事会 議事要旨 

日時: 令和5年3月22日（水）10:00～12:00 

場所: Zoomによるオンライン会議（主会場：東京農工大学） 

出席者: 伊豆田 猛 会長、島 正之 副会長、中井 里史 副会長、 

上野 広行、大河内 博、奥田 知明、茶谷 聡、松田 和秀、米持 真一 各常任理事 

 

議題 

審議事項 

1. 前回議事録の承認（資料1） 

伊豆田会長から前回議事録の確認が行われ、全員に了承された。 

   

2. 2024年度(令和6年度)の第65回年会開催について（資料2） 

伊豆田会長から説明がなされ、下記の事項が確認された。 

・2024年度の第65回年会の開催を関東支部に引き受けていただくことを検討した結

果、奥田知明会員を年会長として開催準備を進めることとした。 

・2025年度の第66回年会の開催は、伊豆田会長より中部支部に打診する。 

・2026年度の第67回年会の開催は、伊豆田会長から九州支部に打診する。 

 

3. 支部について （資料3） 

 伊豆田会長から説明がなされ、下記の事項が確認された。 

・支部長会をオンライン開催し、年会開催や支部活動等について、長期的な会員数の

減少傾向を踏まえた各支部の状況を確認する。 

・各支部で年会開催や支部活動等に対する意見を収集していただき、2023年9月の第64

回年会時の支部長会(2023年9月12日に開催予定)でご報告いただき、今後の支部の

あり方などを検討する。 

    

4. 委員会について（資料4） 

伊豆田会長から説明がなされ、以下の事項が確認された。 

・我が国の大気環境問題の変遷および当学会の活動記録を確実に残すため、記録編纂

委員会を常置委員会とする。 

・速水 洋会員を記録編纂委員会の委員長に任命し、茶谷常任理事を同副委員長とする

ことを提案する。 

 

5. その他 

・上野常任理事より、今後学会ウェブサイトへの会員用動画の掲載を進めることの提

案があり、承認された。なお、月額費用が掛かることについて、費用対効果を検討

する。 

 

報告事項 

1. 第64回年会の開催準備状況（資料6） 

奥田常任理事より説明がなされた。 

  ・申込サイト(Google Forms)や支払いサイト(Peatix)は2023年4月上旬に公開予定で

ある。 

  ・年会事務を担当する事務員を奥田常任理事の責任で確保する。 

   

2．各委員会報告 

・編集委員会（資料7-1） 

 茶谷常任理事より、2022年の投稿状況や論文賞選考委員の交代について報告がなされた。 



・国際交流委員会（資料7-2） 

松田常任理事より、AJAE Editor-in-chief会合（日本：櫻井達也会員、韓国：

Taehyoung Lee氏、中国：Fan Meng氏）について報告がなされた。 

・地方環境研究所等委員会（資料7-3） 

上野常任理事より、初心者向けセミナーを2023年2月に開催したことが報告された。 

 

3． 入退会者の報告（資料8） 

伊豆田会長から2023年3月現在の状況について説明がなされた。 

  

4． その他 

・中井常任理事より、大気環境学会の各種業務の流れについて説明があった。 

・奥田常任理事より、年会参加費徴収の適用範囲について以下の通り確認があった。

【分科会集会と特別集会の参加資格】 

- 講演者：発表申込金と年会参加費は無料(ただし、他の学会行事に参加する場合は参

加費の支払いが必要) 

- 聴講者：年会参加費の支払いが必要(ただし、分科会集会を全環研と共催する場合は

全環研会員の参加費は無料) 

 

 

資料 （リストのみ掲載） 

資料1. 令和4年度第3回常任理事会議事要旨 

資料2. 2024年度(令和6年度)の第65回年会開催について 

資料3. 支部について 

資料4. 委員会について 

資料5. 学会HPへの会員用動画等の掲載について 

資料6. 第64回大気環境学会年会 準備状況 

資料7-1. 編集委員会報告 

資料7-2. 国際交流委員会報告 

資料7-3. 地方環境研究所等委員会報告 

資料8. 入退会者の報告 

資料9. 大気環境学会各種業務の流れ 

 

 


